
桑園の草生導入に関する研究

（東京・京都・上田・三蚕糸関係学部付属農場共同研究）

矢木博・関博夫・矢彦沢清允・押金健吾・小川原禎寿・矢島酉司

ユ．試験場所　上田市常入信大繊維学部付属農場

2．目　　的　気候，土質の異ttる東京，京都，上田の蚕糸関係学部の三付属農場に昭湘呂4年

　　　　　草蝉入桑園を創設し桑園能率増進に関する基礎資料を得るため継続試験申である。

3．試験規模　圃場約ユ0アール

・．　一一一区酪・暑アール内外

5．連・数二速制

6．桑晶種一一の瀬

7．試験区及びその内容

試　験　区　別 桑櫃付形　式 桑　　　植　　付

畦巾血　　　株間皿 植溝巾皿　　深さm
工　清耕畦巾窓．7皿区

M草生畦巾2〃瓢区

M　草生畦巾3渇皿区

　2．7　　　　0．9　正常植

@2評　　　　o．9正常植ゴ　3。6　　　　0．9　正常植

0．90　　　　　0，γ5

O．90　　　　　0．75

O，90　　　　　0。75

8・施　　肥　月騨1は桑の分と草の分に分け，桑用には丸桑固形肥料2号（ユO・．4，2），草用に

　　　　　は固形肥料粒化6号（6．9．「｝’）を使用した。

　　　　　施肥量．施肥時期は次表に示す適りである。

（a）桑　　用

ユoα当り施肥 Kg

施肥回数 施肥月日 N ㍉05 王～o 丸桑圃形肥料（ユ0．4。2）

ユ　春肥 4月ユツ日 ユ4，，849 5．9缶 2．97 　　　　　　　　　　’?S8．60

島　耳肥 6月欝ヴ日 9．9 3．96 ユ．98 99．o

5　　秋　肥 8月25日 3。｛3 ユ．32 0．66 矧3．0

計’ 冊．04，9 n．欝2 5．硯 2εに）。5

備考　清耕区は全面撒布し，草生区は桑樹の植溝中（0．9m）に全面撒布し，土壌と混合し

　　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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草　　用

ユo　a当り施月巴量　　Kρ

施　肥回　数 施肥月臼 N ・窺（もr 馬σ 粒化6号（6・9功

1　基　　　　肥

I草刈聯纏肥
C　　　　　　”

S　　　　　　〃

T　　　　　　”

4月1ツ日

T月18日

U月工鶏日

曙氏@6日

V月2ワ日

3．ヴ5

R．0

T．0

R．o

C．0

’5，625

S渇

S．5

S．5

ｼ5

4馬3γ5

R．5

T．5

R．5

R．5

62．5

T0．0

U0．0

T0．0

T0．0

計
：L5．ヴ5 23、6忽5 弐8．【ヨγ5 β63．5

，　草分の施肥は草を刈取・嫡日・草螂雌醗机齢，
　、．整枝鮮中刈と19一る．

　　　　植付当年（昭和34年）

　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　3

　　　　植繍（昭和醐　＼偏伽

　　　　　　　　　　．畢㎝！　l

　　　　　　　　　　　春　　　　　　　夏，　　　　、　秋

　　　　植付3年目（昭和36年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60㎝

　60㎝　　　　　　　　　　　　　　60㎝

春　　　　　　　　『　秋

　　　　　　　　　　　’1’月上旬

一　2　一



植付a年目（昭和37年）

’　・厳暢の枝競繍ユ5・・n

　　　　の部分よb伐採

6月8日　　　　　　　　　8月3ユ日

10．桑葉収穫量

（1）春蚕用桑の収穫量

　　継方法・月・碇榔・本の基部5Cの部分より伐採し燦郷ついて調査した・

（a）春蚕用桑（昏区5株平均）（Kg）

調　査　区 総重量 新櫓葉量 条　量 ユoa当り新梢葉量

草　生3・6皿区

AB
露βユ

Q．5工

T2．39

?D83

0．δ欝

潤D48

草　生9・7皿区

AB
£試33

T．ユ張

ユ．田

I．59

0嶋50

O．55
罵｝噛

清　耕2・7拠区

AB
3．ユ0

Q．66

9．49

メDユワ

o．61

O．49

傭考（）内の数字は指数を示ず。

㈹　夏秋蚕用桑（昏区5株平均）（Kの

無　灌　水　区 灌　　水　　区

ユ株当正葉量 ユoa当り正葉鼠 ユ株当り正葉量 ⑳a当り正葉星

　　　　　　A

瑞ｶ呂．6皿区B

@　　　　平均

ユ，320

Pρユ7

P，ユ69

596．0

C05．ユ

ﾁ0．6αOO）

ユ，643

O，865

?D罎

492．9

Q59．5

ﾋ6．2（ユαγ）

　　　　　　A

瑞ｶ紘7皿区B
@　　　　平均

0，560

OD625

O．⑲3

露24。0

I50．O

鴻潤Do（1DO）

0，900

O，960

?Cユ80

呂60．0

R8生。O

驪ｽ）（ユ56）

　　　　　　A

ｴ耕翫ワ田区B
@　　　　平均

0．轡5

O，587

O．68：L

310．0

ﾏ烈34，。8

n2．4（ユoo）

1，ユ80

?COO5

P，093

4ワ2．0

S02ρ

ｩ7ρ（ユ60）

L
購、．鰍区の瀬水は・肋日から・月・日迄・蹄き㈱劒水駈轍肱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　トー　3　繍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I



　　　　　　　2，（）内の数字は無灌水区をユ00とした指数を示す。

上記の成榔よれ聴蚕用桑の場合漸梢葉量の順位は清耕刎堀・草生2・V　Mas及び草生

s．6m区となり，草生区は清耕区に比しいずれも少k〈，Ioa当りでは草生呂・6皿区はk9　30％

減とthっている。夏秋蚕用桑に誇いては灌水，無灌水ともに平均ユ株当り正葉量では草生3．6　m

区〉清耕2．Vm区〉草91　2．ツ田区の順位となるが，ユOa当りに換算すると無灌水区では草生5．6

単区が最多となっている。灌水区では草生呂・6　M区のBの収蚤がAの約半分であってA・Bを平

均するのは適当と考えられないのでA区のみで比較すると，灌水区でもユoa当りの収葉鼠は草

生3．6m区が最多となる。濯水区は無灌水区に比し収葉量多く草生飢7　m区及び清耕2・．7皿区は

そ沮、それ50～60％多くなっている。

：ユ．桑樹の枝条長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　夏切り後イ帳した枝条につRユ株6枝宛5株計ユ8条の長さを測定した結果は次のようであ

　　る。

　　　桑樹の枝条長調査成績（3株18枝平均）

無灌　水　区 灌　　水　　区
調　　査　　区

平均枝条長㎝ 平均枝条長　㎝

A 96 ユ｛ヨ3

草生3・6皿区　B 88 ユ麦想

平　均 92（ユσD） 1簿（ユ38）

A 93 ユ尾3

草生2・7m区．B 85 1ユツ

平　均 88（100） ユ20（コ∫36）

A ユユ1 121

清耕2，7m区　B 98 ユO露

平　均 105（100） ユ蜘（ユ07）

　　　構（）内の数報鰭水殴…とし巌数を示す・　　　　＼
　上記の成績によれば条長は無灌水区では清耕区が最も大で，次に草生5．6m区で草主2．ワ

　　皿区が最も小さかった。濯水区では草生3，7m区が最も大で，次が草生2Pm区で清耕2・．7

　　皿区が最も小さかった0

12．桑樹主幹の幹周

調　　査・区

草生呂。6皿区A

　　　　　　　B

　　　　平　均

無　濯　水　区

s株平均　　㎝

17。1　　　　　　－t

l6。4，

：L6・8（ユ．00）

催　　水　　区

5株平均　　cm

ユ8．7

17　．1

ユ8鳳工（ユ08）

　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　一一@4、　一　　　　　　　　　　　　　　　、



草生2・7皿区　A 16噌6 18．4

B 工6．6 ユ8．4，

平　均’ ユ6．6Qoo） ユ8謡（ユ11）

清耕2〃皿区　A ユ8．7 ユ9．o

B 18．0 19．0

平　均 ユ8．4（ユoの 19．oα03）

　　　　　備考　地上5㎝の斡周を測定した。

　　　　　　　　（）内の数字は無瀬水区を100とした指数を示す。

　上記の成績によれば幹周は清耕島7m区が大で草生区は何れも僅か劣った。灌水区は無灘水

　区に比し何れも勝るようであった。

ユ5．牧草収螢
　草生ng　1年目に於ける草生収量（ユOα当り生草量Kg）

第　　4　年　目 出’ ]
5月ユ 6月8臼 7月5日 ツ月鱒 合計 無灌水 灌　水

第3年目

草甥…巾2溜m区A

@　　　　　　B

@　　　　平均

ユ5γ「γ．9

?Rユ6．6

908．5

W76．4

nO3．5

W58潟

502．5

S鴨ゑ

4092譲

R503．6

R「798．0 蘇）4 5998 ワ424

初　年

@36ワ1

草生畦巾呂・御区A

@　　　　　　B

@　　　　平均

ユ93呂．8

?R8ワ．5

ユ29ユ．5

Xワ2．o

947．3

W86．5

ツ15．5

V40．3

4788菰

R986．呂

ﾔ387．2 3虹7 4085 ツ5〔珪 呂蟹35

　以上の成績によれば牧草の収量はZ年目力蟻大で3年目4年目は著しく滅少するのを認めた。

ユ4・桑園の管理所要労力

　第4年目の管理所要労力調査成績

作業　種　目 清耕2〃m区 草生2調皿区 草生5・6皿区

嚇肥
0β　畔　　曽 o”　時

O．ワ

o謝　時

O．8

£・無草部中耕及び除草 9．5 2．5 2．5

3．草刈及び寄集め 一 9．o ユ畠．8

4．整芽及び収穫 4．o 4のo 4．0

5．整地及び播種 r， 4．8 5．6

計　　区　　当　　り ユ張．3 規．ワ 尾6．4

ユo　¢　当　り 48．6 73．8 7ユ．呂

　　　　　　　　　　　　　　　　　L
in－ @5　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



　清駆と軸区との労力比較について抽・ば・瀬鴎り草生3…MXは騰区の1・略・

軸劉・鴎・．・倍の勤腰する・ととth・b・・。・勤では鵬がユ瀦儲力聴倍

の醸量となる．縢繍のう備耕，軸両嵜の動の麟磋は申雛びに騨であり・

軸鴎灘区の約を勧化熱嬬果にな・闘る・鮫軸・抑嘩3・6駆間の草
刈溜鋤滋臨羅で巖郡鵬の纈・・～L曙の蕨労力であること力弍認められた・

　　　t
Z5。土壌の団粒分析結果

粒径。．5獺以上の団粒量（％）、＼
_　区名＼．　　　　　　　＼　　　　　　　　　、．

深　さ

@㎝
　4年目

i37．9〃）

　s年目

i56．5謁0）

　拷年目

i55．8．18）

初年
i呂4．uほ5

草生畦巾2・7皿区 O～20

Q（ン》40

幽～“6

S呂．6

49ユ

Tユ．4

49．5

T2．3

44．「γ

T生．6

清耕畦巾2ゴ皿区 0～20

TO～40

矧3．8

R3．9

露5。5

S6．9

歌』．9

S6．ユ

雛．5

T0．6

F

16・土壌の透水性試験結果　　　　　，　　　　　　　　　＿一一一

経過時間

ユ

5

ユ0

ユ5

20

30

60

草生区mπt

　　3“．A

　　65。4

　　89　．4

　　ユ0↓。9

　　ユ獄）．4

　　ユ47。9

　　209．8

年度）透水量 9年目（35年度）透水量

溝耕区証泓

一草生区1泥勉

清耕区π解

17．欝 89．3 20．6

ε37．8 ユ40渇 85．5

駁3．ユ 209．5 コ三34。0

63．6 27工．4 19を．ユ

鴨．2 3ユ9．5 象』2．2

96．5 侭36、2 334．9

16Lツ ワツ畠，9 565．ユ

　以上の囎から土壌の団欄造並びに透水性は韓導入後僅か・・聯曙しく良好瞬る

　ことが判明した。

ユ’｝’．土壌の化学分析成績

翻難盛塩 腐　　植％

区　名

深　さ

b皿

pH
iEiO）

置換酸

x　x

塩基置

e量me GaO M¢o 57年 36年 55年 34年

草生畦巾

T〃皿区

0～ユO

戟k》》30

R0～50

5．5

T．5

T．7

0．ワ5

O‘25

O畠25

ユ8．85

Gワ．30

?WユO

工8欝β

?U8．9

?T0．ツ

ユワ．ワ

FL6．4

FL6。9

2。舷

X．05

?D85

2．ユ◎

P．86

k6紹

欝．05

?D99

?¥5Q

L813

P．£5

P．05

一　6　一



漕耕畦巾

X。ヴm区

O～10

?O～呂O

Co～5D

5．4

T．8

U．1

O．65

O．ユO

純?

ユ6．65

?潤D03

?u乙ユ5

ユ60．5

?U8．6

P50．5

ユ6．8

@r?煤Dユ

?U．5

ユ．58

FL．32

?D2呂

ユ．65

P．54

?D認

ユ．ツs

?D4ワ

?D3ワ

以上め成績から腐植は年の経過とともに増加する傾向を認めた。

ユ8．牧草の更￥fi

　　昭和S7年9月5日今までの草生区を深耕反転して下記牧草を再び播種した。播種量はラ

　ジソクPt　・一バー3009，イタリアンライグラス5009，オーチヤ”“一ドグラス5009

　　（1．0α当）混播した。

ユ9。考　　察

　　本年度の5月6月7月の降雨量は夫々i18，gmm，ユ71．O　ntnt，ユ20，9　．MMで相当

　の雨鎚があったが8月はrd・　・1．9Mm　9月は2ユ．3・ntmで著しく少thく，桑樹および草の生育

　　を不良にした。特に草生導入区の桑樹の生育を不良にしたようであった。今後，桑園の草生

　導入に関し仕立法，畦閥，株聞，桑晶種などの研究が必要と考えられる。

上記の草生慰入桑園の桑葉を用いた場合の，1962年春蚕期に詮ける飼育成績は次の衷のよ

うであったo　　　　　　　　　　　　　　　　．．

　　　　　　　　草生桑園用桑による蚕児飼育成績

収繭調査 繭　質　調　査

・　繭　　　　重＼試験面卜＼
驚蚕数

対3眠起蚕工万
ｪ当上繭収蚤

上繭ユ粒璽

♀ ♂ 平　均

草生潟・7辺区

AB ワツ 1ワ．琶2Kク

?潤怩T8

3．09

Q．σ7

2．34，

Q．器

1．86

P。8ヴ

2，109

Q．08

草主5・6通区

AB 94 19．44

?W．94

2．ユ8

Q．ユ5

2632

Q．5ツ

ユ．89

?D95

2ユ工

迯H6

清　耕　区
AB 78 ユ9．86

?X．96

2．25

X．級

9．47

Q．60

よ．騨

Q．0呂

　2．22

一一　　一一一■一｝”蝉噸一
噤@質　調　査

曲　　選　黄幽　息

試験区　＼
♀ ♂ 平均

印　　　　1
@草生3。伽区

AB 20晦9　」　、

?X．｛3

な3．7

鰍R．3

2謎％
Tユ．3

草生呂．6皿区

AB 20．3
P19．ワ

隷3．4

?D5

綱L．ワ　髄

Pユ．1

清　耕　区

AB
2Q．0

H20．6

2ユ．8

Q3．o

20．9

Qユ．8

ユ962年春蚕供試頭数500頭（4令起蚕）
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